
様式第１号(第４条関係)

年 月 日

神栖市長 石 田 進 様

申請者（住 所）神栖市神之池４９９１

（地区名） 神之池 地 区

（氏 名）区長 神 栖 太 郎

地区集会所建設等補助金交付申請書

地区の事業計画に基づき、地区集会所を建設(増設・補修・解体)したいので、下記の

とおり関係書類を添えて申請します。

記

１ 交付申請額 一金 １，２００，０００ 円也

申請額の算出

（１）補修工事・解体工事の場合

（２）建設工事・増設工事の場合

２ 添付書類

（１）事業計画書(様式第 2号)

（２）工事請負契約書又は工事見積書の写し

（３）設計図面（位置図、配置図、平面図、立面図等。補修及び解体の場合を除く。）

（４）建築基準法に基づく確認済証の写し（補修及び解体の場合を除く。）

（５）建設等について地区の総意が図られていることを証する書類（補修の場合を除く。）

（６）その他市長が必要と認める書類

総 工 事 費（A） 補助率 申 請 額（A×2/3）

１，８００，０００円 ２／３ １，２００，０００ 円

建設単価
総工事費(A) 建設面積(B) 建 設 単 価 (A÷B)

円 ㎡ 円/㎡

※建設単価が基準額以下の場合は補助率、基準額を超える場合は建設面積で
の算出

補助率

総工事費(A) 補助率 申 請 額（A×2/3）

円 ２／３ 円

建設面積
建設面積（B） 基準額 補助率 申請額（B×基準額×2/3）

㎡ 円 ２／３ 円

記 入 例

補修工事の場合

総工事費の 2/3 が申請額となります。

（上限１２０万円・千円未満切捨て）

建設単価基準額

(1) 木造建物 120，000 円

(2) 簡易耐火建物 120，000 円

(3) 鉄筋ブロック造 126，800円など



様式第２号(第４条関係)

事 業 計 画 書

１ 事業計画

２ 収支予算

地区集会所の名称 神之池公民館

地区集会所の所在

（建設予定地）
神栖市 神之池１２３４－５

工

事

内

容

現 状

施工理由
外壁の劣化が著しく雨漏りがあるため

工事内容

改善対策
外壁補修工事

総 工 事 費 １，８００，０００ 円 也

請

負

業

者

会 社 名 （株）ヤクバ

代表者名 代表取締役 役場 一郎

住 所 神栖市溝口６７８９－１０

工 事 期 間

着 工 令和６ 年 ７ 月 １ 日 予 定

竣 工
しゅん

令和６ 年 ８ 月 １０ 日 予 定

建 設 面 積 ㎡ （建設、増設の場合のみ記入）

建築確認番号 第 号 （建設、増設の場合のみ記入）

総 工 事 費 １，８００，０００ 円

市 補 助 金
総工事費 × ２／３ ＝ １，２００，０００円

※千円未満切捨て

地 区 負 担 金 総工事費 ― 市補助金 ＝ ６００，０００ 円

記 入 例



様式第４号(第６条関係)

年 月 日

神栖市長 石 田 進 様

申請者（住 所）神栖市神之池４９９１

（地区名） 神之池 地 区

（氏 名）区長 神 栖 太 郎

地区集会所建設等工事完了届

年 月 日付け 第 号で補助金の交付が決定された地区集会所建

設等について、下記のとおり工事が完了したので、神栖市地区集会所建設等補助金交

付要項第６条の規定により関係書類を添えて報告します。

添付書類

１ 工事写真（①着工前、②工事中、③竣工後）

２ 工事に係る領収書又は請求書の写し

地区集会所の名称 神之池公民館

工事内容 外壁補修工事

総 工 事 費 １，８００，０００ 円 也

請

負

業

者

会 社 名 （株）ヤクバ

代表者名 代表取締役 役場 一郎

住 所 神栖市溝口６７８９－１０

工 事 期 間

着 工 令和６ 年 ７ 月 １ 日 から

竣 工
しゅん

令和６ 年 ８ 月 １０ 日 まで

完了年月日 令和６ 年 ８ 月 １０ 日

記 入 例

交付決定通知書の日付と

番号を記入



様式第６号（第８条関係）

地区集会所建設等補助金請求書

一金 １，２００，０００ 円也

上記の金額を請求いたします。

【振込先】

年 月 日

請求者（住 所）神栖市神之池１２３４－５

（地区名） 神之池 地 区

（氏 名）区長 神 栖 太 郎

神栖市長 石 田 進 様

金融機関名 神栖協働 銀行 店名 神 栖 支 店

フ リ ガ ナ ゴウノイケク カイケイ イバラキ ジロウ

口 座 名 義
神之池区 会 計 茨 城 次 郎

口 座 番 号 当座・普通 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６

記 入 例

交付確定通知書の金額

地区行政経費交付金申請時に届出た地区の通帳

口座名義は省略せず、正確に記入してください。

口座名義が異なっていると、お振込みすることができません。

※日付は記入しないでください。

○訂正をする場合○

訂正をする場合は、修正液・修正テープなどは使用せず、

二重線を引き、その上に区長印を押印して訂正してください。

（例） 茨城 五郎 次郎
区
長

之
印


